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す議?ミ?よ?こ
向、、

昭
和
m
d
年
什
用
¥
日
磯
浜
田
と
日
大

震
町
ガ
合
併
¥
翌
初
年

7
月
鹿
器
部
旭

村
の
一
部
(
巴
夏
通
村
)
の
編
入
で
現
在

の
聞
域
を
も
っ
大
洗
町
叫
と
し
て
新
た
に

誕
生
¥
今
年
什
同
を
も
っ
て
町
制
羽
閏

年
を
迎
え
ま
し
定
。
こ
れ
を
記
念
し
て

去
る
叩
月

9
日
・
刊
日
の
間
巴
¥
田
制

却
周
年
記
念
事
業
、
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

叩
月

9
巴
(
自
)
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
町
制
相
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
。

主
催
者
の
竹
内
町
長
ガ
「
羽
年
の
町
の

歩
み
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
に
あ
だ
り
¥

原
子
力
施
設
の
誘
致
と
港
の
完
成
、
ガ
実

現
で
き
だ
こ
と
は
¥
ひ
と
え
に
町
民
爪

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
。

こ
れ
か
ら
は
¥
教
事
同
や
高
齢
者
彊
祉
な

ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
だ
い
L

と
あ
い

さ
つ
。
町
議
会
・
消
防
団
・
町
内
会
な

ど
自
治
功
労
者
叩
名
に
感
謝
状
と
記
ム
沼

田
、
ガ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
¥
来
賓
の
橋
本
県
知
事
¥
加
藤

前
田
長
や
田
山
県
議
会
議
員
の
祝
辞
。

続
い
て
¥
受
賞
を
代
表
し
て
川
上
消
防

副
団
長
の
お
礼
の
一
一
言
葉
ガ
述
べ
ら
れ
¥

式
典
を
終
え
ま
し
た
。

戸
ト
一
フ
ク
シ
ヨ
ン
は
¥
晩
年
を
大
洗

で
週
こ
し
だ
詩
人
の
山
村
暮
罵
の
詰
を

じ
コ
デ
イ
ン
ク
し
だ
中
川
光
恵
さ
ん

の
つ
あ
る
時
¥
海
辺
に
て
L

在
披
露
。

続
い
て
¥
一
中
・
南
中
の
プ
ラ
ス
パ
ン

ド
の
演
奏
で
幕
を
閉
じ
ま
し
定
。

翌
叩
口
〕
(
体
育
の
臼
)
は
¥
町
総
合
運

動
公
圏
で
体
青
祭
・
票
期
道
大
会
・
サ

山
ノ
力
|
教
室
・
野
球
教
室
・
農
水
産
物

の
販
売
・
模
擬
古
・
パ
ザ
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
ガ
開
催
さ
れ
¥

終
日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
だ
。

(
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

4
E
1
5百
)

写
藁
撮
影
協
力
者

《
大
洗
写
真
研
究
会
》

加

盟

陣

小

松

崎

弘

高

須
松

野

氏氏氏氏

洋

治

hv
受
賞
者
を
代
表
し
謝
辞
を
述
べ
る

川
上
俊
彦
さ
ん

&自T民憲章を朗唱するボーイスカウト隊員
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お
で
ん
に
、
か
ん
泊
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
屋
台
や
縄
の
れ
ん
の
お

で
ん
屋
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
若
向

き
で
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
お
で
ん
は
最
近
の
若
者
に
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ア
な
ど
で
、
お
か
ず
に
貿

っ
て
い
く
姿
を
見
か
け
ま
す
。

お
で
ん
と
い
う
の
は
、
煮
こ
み
田

楽
の
愛
称
の
こ
と
で
す
。
田
楽
の
語

源
は
、
回
植
、
え
の
と
き
農
作
を
祈
っ

て
踊
っ
た
問
楽
舞
い
に
関
係
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
ふ
九
そ
の
包
楽
は
、

豆
腐
を
焼
い
て
み
そ
を
つ
け
た
も
の

が
起
こ
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
大
根
、

里
芋
な
ど
の
野
菜
類
、
ア
ユ
や
ウ
グ

イ
、
ヤ
マ
メ
な
ど
の
魚
類
に
も
図
楽

の
手
法
を
使
い
ま
し
た
。
魚
類
の
場

ぎ
よ
で
ん

合
を
魚
問
(
魚
の
回
出
楽
)
、
野
菜
類
の

場
合
を
お
で
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
や
が
て
煮
こ
み
に
し
た
も

の
を
、
便
宜
上
お
で
ん
と
名
づ
け
た

の
で
す
。

煮
こ
み
お
で
ん
は
、
江
戸
末
期
ご

ろ
か
ら
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
か
お

で
ん
と
か
ん
酒
々
が
庶
民
に
広
が
り
、

屋
台
な
ど
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

・
関
西
で
も
煮
こ
み
お
で
ん
が
売
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
焼
き

カ
ん
と
う
だ
き

田
楽
と
区
別
し
て
か
関
東
煮
d

と
呼

ぴ
、
い
ま
も
こ
の
名
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
お
で
ん
は
関
西
の
ほ

う
が
盛
ん
に
な
り
、
関
東
は
、
関
東

大
震
災
以
後
、
再
び
復
活
し
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
週
休
二
日
制
の
普
及
や
労

働
時
間
の
短
縮
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て

鍋
物
を
臨
む
家
庭
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
十
一
月
は
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」

で
す
。
し
っ
か
り
働
き
、
ゆ
っ
く
り

休
む
機
会
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
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入
抽
問
中
mw護
事
代
的
一

部
か
題
審
麗
朝
一
位
車
問
J

{
入
瞬
時
食
事
構
養
費
)

ー
そ
の
理
由
は
1

0
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
方
(
食
事
代

は
自
前
)
と
、
入
院
し
て
い
る
方
(
食

事
代
の
7
割
は
保
険
か
ら
)
の
費
用
の

公
平
化
を
は
か
る
。

O
医
療
保
険
は
、
病
気
・
ケ
ガ
な
ど
の

も百

(平成6年10丹-8年9月)
@ 一 殻 …・・H ・H ・-……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・イ E3 600円
@罰]民税非課税世帯等で3ヶ月自までの入続…………...・ H ・..………...・ H ・..…...・ H ・..………...・ H ・..1臼 450円
@町民税非課税世帯等で4ヶ月目以時の入院……………………・….，.・ H ・-…....・ H ・..…・……・...・ H ・1日 300円
@町民税非課税世用等で老齢撞祉年金の受給権者・…....・ H ・.....…....・ H ・....・ H ・........・ H ・...・ H ・....….1日 200円
(改正鵠)

王子成6年11.Fl7日

寝

今
ま
で
の
助
産
費
(
何
日
万
円
)
が
廃

止
さ
れ
、
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
1

児
に
つ
き
却
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

院
に
関
係
な
く
必
要
で
、
特
別
に
か
か

る
費
用
で
な
い
。
↓
普
段
の
生
活
で
の

食
事
に
委
す
る
程
度
の
額
を
負

担
し
て
も
ら
、
っ
。

こ
れ
に
よ
り
、
食
事
内
容
の

改
善
・
配
膳
時
間
の
改
善
・
食

事
環
境
の
改
善
な
ど
が
は
か
ら

れ
ま
す
。

場
合
の
医
療
費
な
ど
、
特
別
に
か
か
る

費
用
を
ま
か
な
う
も
の
。
↓
食
事
は
入

一部負担
(入院時)

一般=8割

譲晶手掴
老人=700円/日

等療診

“(療養の給村)…

食給

*入院時の食事に要する費用は、現在、基準給食で1，900円ですから、一般の方で
3割、つまり570円でした。

/ 

(10月1日以降)

K26ハ
川
九
七
一

600円/日
450円/8
300円/臼
200円/臼

定額負担

(平成6年10月
-8年9月)

食事の提供
(入院時食事療養費)

*食事の費用の一部負担は、どの罷療保険制度でも同じ定額負担になります。
*12E療機関は、患者に説明し、間意を得た場合iこは、標準的な費用よりも高い額の選択メニ
ューを提供することもできます。その場合、入院時食事療養費の額{志向じで、超える部分
は患者重担となります。それ以外の場合には、上記の負担で金事の提供が受けられます。

基
準
看
護
(
い
わ
ゆ
る
完
全
看
護
)

で
な
い
病
院
に
入
院
し
た
時
、
付
添
い

婦
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
付
添
い
料
は
一
臼
寸
自
分
で
全

額
を
払
い
、
あ
と
で
国
保
か
ら
払
一
決
し

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
割
合
は
約
叩
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
己

負
担
額
が
月
初
万
円
以
上
に
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
入
院
の
看
護
・

介
護
は
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
な

う
こ
と
と
さ
れ
、
平
成
7
年
度
ま
で
に

付
添
い
無
し
の
体
制
へ
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
等
に
つ
い
て
は
、
平

成
4
年
度
か
ら
訪
問
看
護
事
業
が
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で

在
宅
で
寝
た
き
り
等
の
状
態
に
あ
る
難

病
申
霊
?
?
重
度
障
室
一
一
闘
の
方
、
脳
卒
中
、

米
期
ガ
ン
血
霊
ゃ
な
ど
も
対
象
と
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
利
用
さ
れ
る
場
合
は

か
か
り
つ
け
の
医
師
の
指
示
警
が
必
要

で
す
。
当
町
近
隣
の
訪
問
看
護
ス
テ
i

シ
ョ
ン
は
次
の
通
り
で
す
。

カ
医
療
法
人
青
潤
会
青
柳
病
院

老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
せ
い
じ
ゅ
ん
」

水
戸
市
青
柳
町
1
丁
目
叩
番
目
号

器

犯

1
0
3
4
0

4
H

社
団
法
人
水
戸
医
師
会

老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
み
と
」

水
戸
市
天
王
町
2
番
詑
号

器

犯

1
0
3
6
6

今
ま
で
乳
児
(
1
歳
未
満
児
)
に
限
っ

て
自
己
負
設
な
し
(
ピ
ン
ク
の
紙
を
病

院
等
の
窓
口
に
出
し
た
)
で
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
幼
児
(
3
歳
未
満
児
)
も

利
樹
叫
柄
引

d
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

(
所
得
制
限
は
従
来
ど
お
り
)
ま
た
、

今
回
新
設
さ
れ
た
入
院
時
食
事
療
養
費

も
こ
の
制
度
の
適
用
と
な
り
、
母
子
家

庭
の
母
子
・
重
度
心
身
障
害
者
等
の
方

々
も
当
然
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
0

0
詳
し
く
は
保
健
課
留
保
係
ま
で
お
開

合
わ
せ
下
さ
い
。

で
し
た
。
孫
の
よ
う
な
職
員
に
お
ん
ぶ

さ
れ
て
階
段
を
上
り
ま
し
た
。
さ
ぞ
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

帰
り
は
大
子
町
の
り
ん
ご
留
で
お
土

産
を
購
入
、
午
後
4
時
無
事
帰
町
。

皆
さ
ん
普
段
よ
り
身
体
を
動
か
し
た

せ
い
か
、
だ
い
ぶ
お
疲
れ
の
よ
う
す
。

心
身
と
も
に
良
い
訓
練
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
こ
ち
ょ
い
疲
労
感
で
、
そ
の

夜
は
グ
ツ
ス
リ
と
眠
れ
た
こ
と
で
し
ょ

、「ノ。

金
住
宅
福
祉
協
会
宮

出

1
2
9
4
6

マ
イ
ホ
ー
ム
ブ
ン
記

年
金
住
宅
融
資
を
ご
朝
関
下
さ
い

税

だ

よ

H
V

こ
mw
社
会
あ
慈
悲
の
税
、
か
い
き
て
い
る

古
日
間
同
日
田
i
w由
話
、
税
-a

一
位
知
る
避
闇
で
す

国
や
県
・
市
町
村
は
、
私
た
ち
国
し
く
理
解
し
、
身
近
な
も
の
と
し
て

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
年
目

き
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
月
日
日
か
ら
口
日
ま
で
「
税
を
知
る

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
週
間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
各
種
の

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
行
事
を
笑
施
し
ま
す
。

す
0

・
水
戸
税
務
署
で
も
ボ
ン
ベ
ル
タ
伊

勢
英
一
水
戸
居
、
水
戸
西
武
で
『
税
金

凌
』
及
び
吋
無
料
税
務
相
談
』
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

。
ボ
ン
ベ
ル
タ
伊
勢
甚
水
戸
庖
日

日
か
ら
H
a
(無
料
税
務
相
談
は

日
門
口
と

H
B
の
み
)

。
水
戸
西
武
口
日

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
の
加

入
者
で
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方
は
、
年
金
資
金
か
ら
低
利
で
住

宅
資
金
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

{
融
資
の
条
件
}

①
由
民
年
金
や
厚
生
年
金
で
、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
が
合
計
3
年
以

上
あ
る
こ
と
。

②
最
近
の
2
年
間
に
保
険
料
の
未
納

が
な
い
こ
と
。

③
由
民
年
金
加
入
者
は
、
住
宅
金
融

公
庫
融
資
と
併
せ
て
申
し
込
む
こ

〉」。
{
申
し
込
み
先
}

o
国
民
年
金
加
入
者
↓
「
住
宅
金
融

公
庫
業
務
取
扱
庖
」
と
表
示
し
て

あ
る
金
融
機
関

。
厚
生
年
金
加
入
者
L
制
茨
城
県
年

日
付
汗
か
ね

'Z
砲
竜
神
構

ー
ー
臨
調
体
瞳
盟
問
者
野
鉢
リ
八
ピ
り
を
襲
纏

日
月
四
日
(
水
)
、
今
年
も
機
能
回
復

誹
練
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
楽
し

み
、
野
外
機
能
回
復
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
通
常
の
叫
訓
練
と
は
別
に
、
日
頃

ど
う
し
て
も
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

皆
さ
ん
に
、
太
陽
の
下
で
思
い
つ
き
り

開
放
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

毎
年
1
由
実
絡
し
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
者
は
日
名
で
奥
さ
ん
等
の
付
添

い
が
8
名
、
保
健
婦
等
同
行
の
職
員
が

4
名
で
し
た
。
参
加
者
は
午
前
9
時
に

保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
合
、
血
圧
測
定
の

結
果
、
全
員
が
参
加
O
K。
福
祉
パ
ス

で
、
水
府
村
の
竜
神
大
吊
橋
を
め
ざ
し

ま
し
た
。
今
話
題
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

竜
神
橋
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初

め
て
。
身
体
が
ご
不
自
由
だ
と
な
か
な

か
機
会
が
な
い
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
抗

m
の

竜
神
橋
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
、
あ
る
い

は
車
イ
ス
で
往
復
ー
そ
の
高
さ
に
驚
き
、

そ
の
景
観
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
紅

葉
に
は
少
し
早
か
っ
た
の
が
残
念
。
近

く
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の
昼
食
は
2
階

〈の地主体の税か1JF同
事!1館山

こ
う
し
た
国
や
地
方
公
共
団
体
の

活
動
の
財
源
と
な
る
税
金
は
、
私
た

ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願
、
つ
限

り
ど
、
っ
し
で
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
会
費
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
居
税
庁
で
は
、
広
く
国
民

の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正

容(借入隈産額)

被保険者期間 3年以上
10年以上

住宅の種類 10年未満

骨量 用 {主 そ{ユ 280万円 410万円

親子助け合い住宅
270万円 390万円

ウィ クエンドライフ住宅
」

内資高虫



ー
小
野
瀬
葉
作
さ
ん

「
i

l

法
務
大
騒
表
彰
者
受
賞

人
権
擁
護
委
口
貝
連
合
会
総
会
の
席
上
で
、

演
邦
久
法
務
局
事
務
次
官
か
ら
人
権
擁

護
功
労
者
と
し
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
瀬
葵
作
さ
ん
は
、
昭
和
的
年
か

ら
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
普
及
に
献
身
的
に
努

力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
に
ご
活
躍

下
さ
い
。

平成6年11月7El

9
月
の
定
例
議
会
で
、
櫛
山
美
代

子
さ
ん
(
磯
浜
町
1
3
6
2
1
3
)
が

町
教
育
委
員
に
任
命
開
意
さ
れ
ま
し

た。
楠
山
さ
ん
は
、
昭
和
7
年
生
ま
れ
の

臼
歳
、
水
一
戸
二
高
普
通
科
卒
。
昭
和

ω

人
権
擁
護
委
員
の
小
野
瀬
葉
作
(
大

賞
町
2
8
1
番
地
)
さ
ん
が
叩
月
幻
目
、

福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国

ー
青
少
年
相
談
員
の
小
野
瀬

「
茨
城
髄
府
知
事
よ
h
y
義

L、

大
洗
町
膏
少
年
相
談
員
・
副
会
長
の

小
野
瀬
喜
昭
さ
ん
(
角
一

4
E
)
が、

日
月
6
日
間
庶
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
、
茨
城
県
青
少
年
相
談
員
研
修
大

会
の
席
上
で
、
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
よ

り
優
良
青
少
年
相
談
員
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

小
野
瀬
さ
ん
は
、
町
青
少
年
相
談
員

と
し
て
、
ま
た
昨
年
度
よ
り
水
戸
地
区

青
少
年
育
成
会
議
連
絡
会
長
も
兼
任

し
、
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
膏
少
年
の

健
全
育
成
に
献
身
的
に
努
力
さ
れ
、
現

在
も
日
夜
積
極
的
に
活
躍
さ
れ
、
今
後

もあおお

め待も
でき青
とれ少
うま年
ごすの
ぎ。健
い褒守全
ま賞育
し受成
た愛で
まの
こ活
と躍
lこカず
お期

教
育
委
員
じ
柵
由
美
代
子
さ
ん

(3)第275号

年
か
ら
今
年
5
月
ま
で
磯
浜
婦
人
会
会

長
を
務
め
た
ほ
か
、
町
の
「
総
合
計
画

策
定
委
員
」
や
「
老
人
保
健
福
祉
計
画

策
定
委
員
」
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

し
た
。な
お
、
委
員
長
の
大
谷
正
明
さ
ん
の

退
任
に
と
も
な
い
、
町
教
育
委
員
は
次

の
5
名
と
な
り
ま
し
た
。

委

員

長

関

根

健

夫

関

職

務

代

理

者

石

井

藤

吉

郎

委

員

唐

笠

笑

委

員

協

畑

山

美

代

子

教

長

石

川

敏

夫

(
敬
称
略
)

育

ウ
ィ
ン
ズ
初
鰹
勝
M
M
N
I
-
-
J

I
l
l内
執
の
暫
畏
野
球
大
会
ザ
|
」

9
同
月
お
日
・
刊
月
2
・

MRに
町
総
ッ
ス
ル
プ
レ
!
の
連
続
で
熱
戦
を
展
開

合
運
動
公
園
で
第
羽
田
秋
季
町
民
野
球
し
て
い
ま
し
た
。

大

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

決

勝

は

、

上

位

進

出

常

連

の

強

豪

チ

最
近
サ
ッ
カ
ー
に
押
さ
れ
気
味
の
野

l
ム
を
次
々
と
破
っ
て
勝
ち
残
っ
た
コ

球
で
あ
り
ま
す
が
、
各
チ

i
ム
と
も
ハ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ
と
出
場
チ

l
ム
最
古
参
の

新
友
会
が
ぶ
つ
か
り
、
コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ

の
打
戦
が
爆
発
、

2
閉
ま
で
に
ロ
点
を

取
り
、
ん
す
っ
て
は
ト
リ
プ
ル
プ
レ

i
を

決
め
る
な
ど
、
ワ
ン
サ
イ
ド
ゲ
ー
ム
を

展
開
し
て
い
ま
し
た
。

優
勝
し
た
、
コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ
は
う
れ

し
い
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ

準
優
勝
新
友
会

第
3
位
高
橋
農
機

原
研
大
洗

平
野
幸
一

桧
山
英
洋

倉

閏

健

久洗町の雇i3室

町長

高年番大学で

内竹

若
返
り
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
行

わ
れ
て
い
る
高
年
者
大
学
の
第
4
由
自

の
授
業
が
、
日
月
3
日
老
人
憩
い
の
家

で
開
か
れ
ま
し
た
。

普
段
は
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
使
わ
れ

て
い
る
大
広
間
が
教
室
に
変
身
、
講
師

で
あ
る
竹
内
町
長
が
「
今
後
の
大
洗
町

の
展
望
一
」
と
い
う
テ
!
?
で
お
よ
そ
1

時
間
に
わ
た
り
、
観
光
や
原
子
力
な
ど

町
の
主
要
産
業
の
状
況
と
将
来
に
向
け

て
の
展
望
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
広
間
い
っ
ぱ
い
に
座
っ
た
学
生
(
高

齢
者
)
の
み
な
さ
ん
は
、
品
目
の
「
高
等
小

学
校
」
や
「
旧
制
中
学
校
」
時
代
に
一
反

っ
た
よ
う
な
気
分
で
話
に
聴
き
ん
っ
て

い
ま
し
た
。:J 

聞
大
灘
間
に
キ
ヴ

き
る
9
月
中
旬
、
県
の
健
康
づ
く
り

指
導
率
(
キ
ッ
チ
ン
カ

l
)
が
町
の
住

民
検
診
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
計
4
日
間

に
わ
た
り
、
町
内
の
検
診
会
場
7
ヶ
所

を
回
り
ま
し
た
。

キ
ッ
チ
ン
カ

i
は
、
パ
ス
裂
の
自
動

車
を
改
造
、
内
部
を
小
裂
の
調
理
主
と

し
、
ま
た
ビ
デ
オ
装
置
を
備
、
え
た
り
し

て
、
公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、
食
べ
も
の
を

通
し
た
成
人
病
予
訪
の
た
め
の
指
導
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
巡
回
先
で
は
、
町
の
食
生
活

M
V
P
 

打
撃
賞

敢
闘
賞

(
コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ
)

(
コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ
)

(
新
友
会
) や

j
v
品川口

l
s
、品川村帯魚、

改
善
推
進
員
が
、
成
人
病
予
防
の
た
め

の
料
理
「
抹
茶
ミ
ル
ク
」
と
「
切
り
干
し

大
根
の
中
華
風
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
あ
え
」

を
調
理
。
主
に
検
診
を
終
、
え
た
方
た
ち

が
こ
れ
を
試
食
し
、
延
べ
蜘
人
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

惨
キ
ッ
チ
ン
カ

i
で
健
康
食
を

試
食

持

ト
⑫ 

V 雲海

何度も足を運んでも、なかなか

恵、まれないシャッターチャンス。

それが自然現象だろうか 7
F2.8 80~200 F8 1/125 

鹿島仲介

百円 技術的なことよりも日光
霧降高原の雲海に出合えること

の方が、むずかしいと思います。

(絹針弘己)

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

ヰ
盛
岡
意
の
寄
付
女

一
、
金
3
0
、
0
0
0
円

明
る
い
社
会
づ
く
り

大
洗
、
フ
ロ
ッ
ク
殿

一
、
金
8
、
0
0
0
円

関
東
夢
貴
族
黒
期
会

代

表

片

岡

正

義

殿

一
、
金
5
0
、
0
0
0
円

大
洗
交
通
安
全
母
の
会

会

長

遠

藤

久

子

殿

一
、
金
i
8
、
6
5
0
円

大
洗
水
産
加
工
組
合
青
年
部

代

表

高

橋

満

殿

一
、
金
3
8
、
5
7
4
円

船
渡
青
年
会

代

表

久

野

健

吾

殿

一
、
金
8
8
、
0
0
0
円

大
洗
町
民
生
委
員
一
同

一
、
金
l
i
、
5
7
1
円

大
洗
飲
食
底
青
年
部

代

表

落

合

文

男

殿

& 楽しそうに遊んでいる姿を撮影

しましfこ。

28~50 F 5.6オー卜

松野洋治

〔評〕 よく見られる写真であるが、

後方の家族を入れた事が成功して

いる。

弘己)(絹針

グ
ラ
ン
ド
に
紅
白
の
球
輯
が
し
て
子

等
は
競
え
り
暑
き
尽
の
中

角

一

前

原

晴

嵐

〔
評
〕
運
動
会
の
一
索
。
顔
一
一
杯
の

汗
を
光
ら
せ
て
競
い
合
う
子
等
。
そ

お
お

ら

勝

山

英

選

病
む
妻
に
心
痛
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
子

等
の
姿
に
胸
熱
く
お
り

弱
り
ゆ
く
妻
の
手
ひ
い
て
散
歩
す
る

き
の
う
は
二
百
歩
き
ょ
う
は
五
十
歩

髭

釜

淳

一

勇

〔
評
〕
急
逝
さ
れ
た
亡
き
妻
君
へ
の

悲
し
み
を
「
夕
凪
」
と
題
し
て
追
想

し
、
一
連
六
十
七
言
に
櫨
め
ら
れ
た

中
の
二
首
。
別
離
の
感
慨
ひ
と
き
わ

深
い
も
の
を
覚
え
る
。
と
り
わ
け
結

句
「
絢
熱
く
お
り
L

「
弱
り
ゆ
く
奏
」

の
表
現
は
強
烈
に
胸
打
つ
も
の
が

あ
る
。

ば
ん
こ

S
ゅ

う

す

壊
れ
た
る
万
古
急
須
に
露
草
を
活
け

て
独
り
の
時
を
過
さ
む

東

光

台

田

中

勝

校

〔
評
〕
一
・
一
一
勾
の
実
際
が
よ
い
。

万
古
急
須
に
野
の
革
を
活
け
る
描
写

が
的
確
に
表
出
さ
れ
て
い
て
非
凡
。

薬
飲
む
水
さ
え
密
自
の
許
さ
れ
ぬ
夫

は
十
年
透
析
続
く
祝

町

石

沢

き

み

〔
評
〕
不
治
の
難
病
の
夫
の
看
病
に

十
年
を
経
て
、
作
者
自
身
、
そ
の
不

遇
に
少
し
も
触
れ
て
い
な
い
所
が
歌

を
深
く
し
て
い
る
。
佳
作
。

時
報
告
ぐ
る
「
タ
や
け
こ
や
け
」
の

い
J25

メ
ロ
デ
ィ
に
い
つ
し
か
心
誘
わ
れ
お
り

永

町

猪

瀬

ゆ

き

〔
評
〕
町
の
時
報
の
ひ
び
き
は
い
い
。

時
を
告
げ
つ
つ
不
思
議
と
町
民
の
心

と
な
り
、
そ
し
て
歌
が
生
れ
る
。

の
場
の
情
景
を
手
堅
く
と
ら
、
え
た
作
。

秋
と
な
り
し
静
か
な
夜
を
お
び
や
か

す
ご
と
く
間
ゆ
る
バ
イ
ク
の
饗
き

角

一

辻

ゆ

た

か

〔
評
〕
支
の
夜
を
過
ぎ
て
も
、
な
お

暴
走
族
は
続
い
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

「
秋
と
な
り
し
」
が
効
い
て
い
る
。

たEl~ 吾群
下にむ にれ
匂追 抜ヵ鳥
にい鹿島2 きの
作つら 見前
者つで堀せ後
の、あ割ミ~ 1.i. 
力詩ろ イヒ右
量的う 壬に
を感受身 l飛
見覚の内ジひ
るで円 は交
。捉舞ゆ f可い
えをみかて

手
間
取
り
の
急
ぎ
仕
事
か
宣
低
カ

i

あ
っ
と
云
ふ
間
に
通
り
過
ぎ
た
り

蔵

前

回

山

佳

男

〔
評
〕
人
間
に
共
通
す
る
で
あ
ろ
う

心
理
。
面
白
い
所
に
着
服
が
あ
る
。

菊
薫
る
暖
か
き
日
に
招
か
れ
て
茶
会

に
の
ぞ
む
今
朝
の
よ
ろ
こ
び

祝

町

河

野

み

よ

〔
評
〕
「
菊
蒸
る
暖
か
き
門
口
」
に
と

詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
実
感
が
あ
る
。

上需 にひ
E 鷺喜こ
下 らば
の確 そえ
構か れの
成な仲ぞ育
も技町れく
繋害 額ぇ伸
つ f~ をひ、

てよ庄漁雪た
い主主司りる
る ZE千お田
O~ 代りの
PlJ，;.子面f

細
き
蔓
左
右
に
揺
す
る
鉄
線
の
生
き

る
意
欲
を
否
が
無
視
せ
し
ゃ

船

渡

照

沼

と

よ

子

(
評
〕
細
い
風
に
も
揺
れ
動
く
鉄
線

の
蔓
、
そ
こ
に
呂
を
霞
き
な
が
ら
己

の
生
の
心
象
を
照
応
さ
せ
て
詠
み
あ

げ
て
い
る
。
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召一日
q
d
F「

ロM
T深川
aqrι

，ょ

刀
ロ
ー
刊
判

n
U
F「

a
u
幸町
a
q
o
，正

昭
和
引
年

昭
和
詑
年

昭
和
お
年

刀コ
n
H
A伺白ロ』
l

町
手
3
有

刀コ
n
H
R
J
V
ロ同
l

司
手
3
有

ワコ
n
H
に
U

=
司

問
手
3
A
Z
i

ロコ
n
M
寸

J
z
-

町
ヨ
ヰ

3
唱

ロコ
n
M
O
O
=叩

耳
目
ヰ

3
A
4

ロコ
n
H
n
u
p
p

問
手
4
有

昭
和
引
年

ヨ日
2
E
F

問
手
4
A
4

刀
口
刊
川

H
q
u
p
r

a
M
4ホけ
BEenu『

A
よ

昭
和
叫
年

口コ
n
H
K
l
v
ロ』
l

肱
刊
写
A
1
n時
A
4
u

n
コ門
H
P
D
z
f
h
i
l

問
手
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・
大
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町
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|
大
洗
町
発
足

大
洗
ゴ
ル
フ
場
開
設

合
併
後
初
の
町
長
選
挙
執
行
加
藤
清
氏
当
選
(
第
一
期
)

旭
村
の
一
部
(
旧
夏
海
村
)
を
大
洗
町
に
編
入

海
門
橋
着
工

3
漁
協
合
併
大
洗
町
漁
協
新
設

大
洗
港
建
設
の
た
め
の
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始

町
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当
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期
)

大
洗
電
報
電
話
局
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成
(
町
内
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自
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)

日
本
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所
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簡
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道
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町
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3
ヶ
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で
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工
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洗
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、
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成
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洗
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町
長
選
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行
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藤
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氏
当
選
(
第
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大
洗
町
役
場
庁
舎
建
設
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工
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成

大
洗
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憩
の
家
完
成

茨
城
県
立
大
洗
高
等
学
校
創
立

皇
太
子
・
妃
両
殿
下
行
啓

町
長
選
挙
執
行
加
藤
清
氏
当
選
(
第
六
期
)

第
一
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
開
催
さ
れ
る

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

大
洗
町
農
業
会
館
完
成

大
洗
町
消
防
箸
発
足

高
速
増
殖
炉
「
常
陽
」
臨
界
に
達
す
る

消
防
庁
舎
完
成

一
三
次
選
挙
執
行
竹
内
宏
氏
当
選
(
第
一
期
)

注
門
橋
無
料
化

老
人
慈
の
家
鉱
山
料
化

12 11 
月月
7 
月
3 
月
2 
月

12 12 7 
月月月

10 7 
月月
3 
月

11 4 
月月
11 
月
3 
月
6 
月
9 
月
4 
月

3 11 
月月
3 
月

11 4 
月月
3 
月

12 12 5 
月月月

7 11 
月月
11 
月
11 
月
6 
月

11 11 
月月
2 
月
4 
月
8 
月
4 
月
9 
月
11 
月
11 
月
3 
R 
3 
月
4 
月
4 
月
3 
月

3 11 
月月
4 
月



平成6年11月7日も百らあおお(5)第275号

@各種団体@盟村会毒事の参加一一一一各事業

夢のアニメヒーロー達

アラジンと魔法のランプ

おとぎの箇から大洗田T40年のあゆみ

/ 

重海一家の収穫祭

消防団員による 9介団対抗 1)レー

水戸黄門時代の流れ

中学|年生の元気な否定

ピーターパン国連軍仮癒ショー

φ野球数量霊

ロコ

a
5
戸「

江
ヨ
ヰ

5
《司

百日一

6
手

R
H
4方自
E
d
，ヱ

ワコ
n
H
7
，=一

時
手
5
A丹

刀コ
n
H
O
O
R

↑

配
ヨ
平

5
《司

ワコ
n
H
Q
d
z

一

臣
同
f

平

5
主
:

刀
コ
日
n
u
p「

庇同手
6
A判

昭
和
引
年

り「

4
n
H
つム
Z

戸

時
手
6
有

刀コ
nM内
J

z
↑

町
平
6
有

昭
和
例
年

平
成
元
年

平
成
2
年

平
成
3
年

平
成
4
年

平
成
5
年

平
成
6
年

5 
月

大
洗
港
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に
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-
‘
洗
町
サ
イ
ク
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ミ
ナ
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町
民
営
火
葬
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完
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第
一
囲
磯
節
全
国
大
会
聞
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水
一
戸
警
察
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大
洗
警
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官
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印
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l
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福
祉
パ
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運
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始

大
洗
町
出
題
年
記
念
町
民
運
動
会
開
か
れ
る

大
洗
子
供
の
国
水
族
館
新
館
完
成

大
洗
町
名
誉
町
民
(
郡
祐
了
小
幡
五
朗
・
加
藤
清
)
三
氏

に
称
号
贈
る

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

磯
浜
・
大
賞
海
水
浴
場
新
浜
へ
移
設

町
長
選
挙
執
行
竹
内
宏
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当
選
(
第
二
期
)

第
一
田
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
か
れ
る

図
書
室
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(
中
央
公
民
館
内
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洗
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憲
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別
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開
催
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線
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大
洗
フ
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ー
就
航

皇
太
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下
県
内
の
産
業
状
況
視
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大
洗
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総
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運
動
公
園
起
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式

町
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挙
執
行
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宏
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一
一
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新
造
船
「
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い
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」
大
洗
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に
就
航
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船
「
ば
る
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」
大
洗
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に
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洗
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成
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洗
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リ
ン
タ
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第
八
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催
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平成6年11月7臼 おお請うらい 第275号 (6)

決算状況

平成白年9丹26日から9月28日までの3日間、第3回大洗町議会定例会が開催され、ー離会計を
はじめアつの特別会計を含む、平成5年度の決算が原案どおり認定可決されました。

/歳入/
地方議与税
153，153千円 (2.1%)
繰入金
139，540千円(1.9%)

利子二割交付金
66，607千円 (0目9%)

ゴルフ場利用税交付金
44，148千河 (0.6%)

自動車取得税交付金
39，622千向 (0.5%)

特別地方消費税交付金
16，889千円 (0.2%)
寄際金
7，722千円 (0.1%)

交通安全対策特別交付金
5，568千同ω.1%)

使用料及び手数料
225，938千円(3.1%)

分担金及び負技金
233，206子円(3.2%)

L 

町税

2，979，186千円
(40.4%) 

1，187，172千円
(14.7%) 

e 寵

(1) 土 地…・・・・…・・2，197，800.72m'

[行政財産 5臼悶一8部W川…6.7川山7河協6師6
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関 税の状況
(単位:千円)

771ご
ヰ又 入 j斉 重責

予算現額 する割合
現年度課税分 滞納繰越分 計 (収入)%

(1) 普 通 手見 2，805，801 2，780，157 43，162 2，823，319 100.6 

1 .町 決 税 1，159，169 1，153，257 20，568 1，173，825 101.3 

2.回定資産税 1，456，604 1，437，124 22，007 1，459，131 100.2 

3.軽自動車税 18，334 17，811 587 18，398 100.3 

4.町たばこ税 119，872 120，243 。 120，243 100.3 
5.鉱 産 税 1 

6.特別土地保有税 51，821 51，722 。 51，722 99.8 

7. I日法による税

(2) 自 的 干見 148，200 153，545 2，322 155，867 105.2 

1 .都市計顔税 148，200 153，545 2，322 155，867 105.2 

J口L 計 2，954，001 2，933，702 45，484 2，979，186 100.9 

由民健康保険税 700，325 698，010 30，754 728，764 104.1 

一鰻会計決算の

決算額は、歳入総額7，378，105千円、歳出総額7，135，104千円で前年度と比較

すると、歳入において559，396千円(対前年度比8.2%)、歳出においては655，281

千円(同10.1%)の増となっている。

この結果、歳入歳出差引額(形式収支)は243，001千円となったが、このうち

平成6年度への繰越事業の財源として103，701千円を充当したので、王子成5年度

に属すべき収入と支出との実質的な差額である実質収支額は、 139，300千円の

黒字となった。

歳入決算額は、 7，378，105千円で予算現額に対し97.4%の収入となっている。

歳入の主なものについてみると、町税2，979，186千円(対前年度比2.3%増)、

地方交付税1，087，172千円(関5.3%減)、町債565，400千円(関24.8%増)、国庫

支出金458，197千円(間108.9%の増)、諸収入436，208千円(関4.6%減)となって

いる。

これらの結果、自主財源(町税、分担金、負扱金、使用料、手数料など、町

が自主的に調達し得る収入)は、 4，629，601千円で前年度より 5.0%増加し歳入

全体では62.7%を点めている。これに対し、依存財源(菌庫支出金、県支出

金、地方交付税、町債など、国や擦の意志決定に基づき交付される収入)は、

2，748，504千円で前年度より 14.0%増加し歳入全体の37.耳%となっている。

歳出決算額は、 7，135，104千円で予算に対する執行率は94.2%となっている。

歳出を目的別にみると、最も構成比が高いのは総務費で19.4%(前年度21.1

%)、次いで衛生費16.1%(同9.8%)、民生費15.6%(間12.9%)、土木費14.0%

(間17.0%)となっており、増減率の高いのは、衛生費80.7%(対前年度比513，161

千円の増)、消訪費34.1%(同85，150千円の増)、民生費33.0%(同275，709千円

の増)、農林水産量業費ム32.3%(同140，444千円の減)である。

一方、歳出を性質別でみると、構成比が高いのは人件費で26.4%(前年度

28.2%)、次いで普通建設事業費18.0%(同18.4%)、物件費9.9%(同10.4%)

となっている。

また、性質別経費を「義務的経費J、「投資的経費」及び「その他の経費」に

大きく分けた場合、人件費、扶助費及び公債費の合計である義務的経費は、

3，144，827千円(向2，763，675千円)で歳出総額の44.1%(同42.6%)となっている。

の状況 (単位:千円)

基 金 名
前年度末 決算年度中 決算年度末

現在高 増減額 現在高

員オ 政 言湾 整 基 金 428，796 11，148 439，944 

運動公園建設基金 90，158 ム63，854 26，304 

罷民年金印紙購入基金 8，000 8，000 16，000 

無線放送施設更新基金 7，698 262 7，960 

教 育 f辰 盛旺 基 金 17，886 4，338 22，224 

社 iz=〉ミ、 福 社 基 金 68，721 3，741 72，462 

消防用車両購入基金 30，597 ム7，373 23，224 

大洗マリンタワー運営基金 160，954 12，255 173，209 

ふるさと創生事業基金 1'12，191 2，139 114，330 

漁 業 振 輿 基 金 318，603 99，999 418，602 

j成 {責 妻E 金 819，480 ム21，053 798，427 

地域づくり推進事業基金 292，062 101，057 393，119 

学校施設繋備基金 196，632 122，226 318，858 

106，089 12，783 118，872 
土 地 開 発 基 金

70，717 ム9，596 61，121 

よ也 域 福 主l上 基 金 134，083 106，493 240，576 



童十の

王子成6年11月7日

⑮公共下水事業特別会計

歳入が1，033，573子円、歳出が1，005，133千円、差引額は28，440千円となった

が、平成6年度への繰越事業の財源として6，755千円を充当したので、実質収支

額は， 21，685千円となった。

歳入の内訳は、国庫補助金262，849千円、一般会計からの繰入金179，019千

円、前年度繰越金61，528千円、諸収入5，577千円、町債524，600千円となって

いる。

歳出においては、港中央中継ポンプ場建設工事92，650千円、中部一号幹線工
しせんかんきょ

事84，988千円、南部~中部幹線工事130，295千円、校線管渠工事302，671千円、

調査委託料35，048千円、那珂久慈流域下水道建設負損金188，398千円を主体に

執行した。償還金利子については59，717千円となっている。

尚、翌年度への繰越分については、中部一号幹線工事が43，762千円、校線管

渠工事が25，129千円、那珂久慈流域下水道建設負担金7，477千円となっている。

王子成5年度事業については、工事議負費99，439千円、委託料43，111千円、移

転補償費11，750千円、企業債償還元科金13，282千円をそれぞれ執行した。

@水道事業会計

水道事業収益は、 418，358千円となり、昨年度に比べ0.7%の増収となった。

又、水道事業費用については、 325，725千円となり、その結果92，633千円の利益

となった。

資本的収支では、収入額277，223千円に対し、支出額388，994千円で資金不足

額111，771千'円は、過年度分損益勘定留保資金81，771千円及び繰越利益剰余金

処分額30，000千円で補てんした。

衛生費

1，148，899千円
(16.1%) 

出

ム一品

総務費

1，384，044千円
(19.4%) 

民生費

1，111，898千円
(15.6%) 

持費

歳

土木費

996，025千円
(14.0%) 

公債費

729，305千円
(10.2%) 

労

険
決
算
を
説
明
す
る
竹
内
町
長

決 算 客貢

dコEス為 計 名 予算現額 歳 入(必 歳 出 (B) 差 ヲ|

金 害買 収入率 金 害貫 執行率 (A) (B) 

% 9舌
国民健康保険特別会計 1，671，998 1，632，997 97.7 1，510，966 90.4 122，031 

奴入 436，431 430，311 98.6 
収主主的 101，556 

支出 436，431 328，755 75.3 
水道事業会計

収入 574，534 277，223 48.3 
資本的 ム111，771

支出 751，005 388，994 51.8 

収入 64，485 65，633 101.8 
収益的 17，450 

地方卸売市場冷凍 支出 61，157 48，183 78.8 

冷蔵事業特別会計 収入 92 100 108.7 
資本的 ム3，320

支出 3，420 3，420 100.0 

老人保健特別会計 1，373，076 1，316，316 95.9 1，324，616 96.5 ム8，300

桜道土地区画整理事業特別会計 278，118 278，117 100.0 188.081 67.6 90，036 

公 王子 委 貝日 iコ〉ス、 13，087 13，043 99.7 12，242 93.5 801 

公共下水道事業特別会計 1，103，185 1，033，573 93.7 1，005，133 91.1 28，440 

(単位:千円)

も百もあ

畿圏畏健康保険特別会計

歳入1，632，997千円、歳出1，510，966千円で歳入歳出差引き 122，031千円とな

るが、単年度でみると前年度繰越金126.472千円や国康補効金の返還もあり、

17，520千円の赤字となった。

歳入は、対前年度比93，273千円 (5.4%)の減である。内訳の主なものは閤民

健康保険税が20，588千円 (2.9%)の増となったが、国庫支出金は21，393千円

(3.8%)の減となった。これは、療養給付費負担金7，320千円(1.5%)の減、及

び、委託料等の一般財源化による事務費負担金4，107千円 (61.0%)の減、また譲

渡所得の伸びにより財政調竪交付金が9，966千円 (12.7%)の減となったことに

よる。

歳出は、前年度比88，833千円 (5.6%)の減である。主なものは保検給付費が

30，713千円 (2.7%)の減、老人保健拠出金が30，281子円(10.9%)の増となって

いる。

⑮老人保険特別会計

歳入1，316，316千円、歳出1，324，616千円となり、 8，300千円の歳入欠陥が生

じたため、平成 6年度予算から繰上充用を行なった。

歳出については、対前年度比107，929千円 (8.9%)の増であり、この内訳は

大部分を占める医療諸費が107，375千円 (8.9%)の増となったためである。

畿大洗町地方卸売市場冷凍冷蔵事業特別会計

歳入65，733千円、歳出51，603千円で歳入歳出差出額14，130千円となった。単

年度収支では、 2，665千円の黒字となった。

歳入については、市場事業において水揚金額で、1，931，353千円(対前年度比

18.8%)の増となり、昨年同様しらすの魚、価高に恵まれた。冷凍冷蔵事業にお

いては、事業収益は43，594千円(対前年度比1.1%)の減となった。年度間の手口

用状況は、前年度実績を-2.3%;下田った。

歳出については、決算額51，603千円(対前年度比3.9%)の増となっている。

@桜道土地区覇整理事業特別会計

歳入が278，117千円、歳出が188，081千円、翌年度へ繰越すべき財源89，153千

円差引き実質収支883千円となっている。

尚、決算額については、工事費154，301千円を執行した。

お

特期金書十の決算の状況

お

特融金書十決

(7)第275号



第275号 (8)

毎日の

も百らあ事fお王子成6年11月7日

富一一小の〈らしにつながる

臨

鴎官邸
回
同
国

間
同
国

。
投
票
の
で
き
る
方
は
・

年
齢
満
却
歳
以
上
(
昭
和
的
年
日
月

比
日
以
前
に
出
生
)
で
大
洗
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
引
き
続
き
3
ヶ
月
以
上

(
平
成
6
年
8
月
7
8
以
前
か
ら
)
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

。
入
場
券
は
・
・
・

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
い
た
し
ま
す
。

入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

投
票
所
へ
行
く
と
き
は
、
入
場
券
と

投
票
所
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
。

。
投
票
時
間
は
・
.. 

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
て

。
「
不
在
者
投
票
」
の
ご
利
用
を
ノ

投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
遠
く
へ
出
張

中
と
か
、
以
前
か
ら
計
画
し
て
い
る
旅

行
へ
行
く
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
っ
て
ど
う
し
て
も
投
票
で
き
な
い

方
は
、
「
不
在
者
投
票
」
と
い
う
方
法
に

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
夜
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
日
月

8
8
か
ら
日
月
ロ
日
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
中
の
毎
日
午
前
8
時

却
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
聞
役
場
住

民
ホ
!
ル

(
1
階
)
で
投
票
で
き
ま
す

の
で
必
ず
本
人
が
入
場
券
と
印
鑑
を
持

っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

。
問
合
せ
先

大
洗
町
選
挙
管
理
委
員
会

宮
町
1
5
1
1
1
(
内
線
却
)

(
レ
ン
タ
ル
は
当
日
支
払
)

催
大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

輔
大
洗
町
体
協
ス
キ
l
部
員

時

平

成

7
年
1
月
7
5
(
土
)

午
前
4
時
却
分
集
合

(
午
前
5
時
出
発
、

午
後
8
時
大
洗
議
)

場

所

栃

木

県

鶏

頂

山

ス

キ

i
場

交

通

貸

切

パ

ス

2
ム口

集
合
場
所
役
場
前
駐
車
場

参
加
者
町
内
の
小
学
校
1
年
生
以

上
の
親
子
叩
名
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
ら
せ
て
頂

き
ま
す
。
)

参

加

費

親

一

人

3
、
5
0
0
円

子
一
人

3
、0
0
0
円

※
中
央
公
民
館
(
針
。
2
3
0
)
へ、

レ
ン
タ
ル
申
込
み
、
ス
キ
l
レ
ベ
ル
、

参
加
費
を
併
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日講主

巡
開
闘
相
相
談
に

日
月
幻
自
(
火
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時

町
漁
村
セ
ン
タ
ー
和
室

日
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者

療
脊
手
帳
の
申
請
・
再
削
判
定

障
害
基
礎
年
金
の
申
請

施
設
入
所
の
相
談

そ
の
他

*
相
談
時
間
は
約
1
時
間
で
す
。

(
障
害
者
加
分
・
保
護
者
加
分
)

*
当
日
は
、
障
害
者
の
方
と
保
護
者
の

方
が
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
印
鑑
と
療
育
手
帳
(
持
っ
て
い

る
方
の
み
)
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

*
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、

1
週
間
前

ま
で
に
役
場
福
祉
課
へ
連
絡
し
て
下

さ
い
。
宮
町
1
5
1
1
1
(
内
線
問
)

と

き

と
こ
ろ

対

象

内

容「
老
人
保
健
法
」
・
「
結
核
予
防
法
」

に
も
と
づ
く
健
康
診
断
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、

9
月
の
健
康
診
断
を
受
診

さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に
も

よ
り
の
会
場
で
お
受
け
下
さ
い
。

マ
基
本
健
康
診
査
(
的
歳
以
上
)

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

血
液
検
査
・
眼
底
検
遊
園
心
電
国
検

査
wv
結
核
健
康
診
断
(
日
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

V
蹄
ガ
ン
検
診

(ω
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
略
疾
細
胞

検
査

マ
婦
人
の
健
康
a

つ
く
り
診
査

(日
j
m
日
歳
の
女
性
)

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

鼠
液
検
査

亡::t

仁::t

仁::t

の
お知らせ

亡3闘

G持

日
月
お
日
(
水
)

一
午
前
8
時
叩
分
j

町
総
合
運
動
公
開
国
体
育
館

高
校
生
・
一
般
の
部

(
男
・
女
)

中
学
生
の
部
(
男
・
女
)

初
心
者
の
部

制
円
(
高
校
生
以
上
)

日
月
日
日
(
水
)

ラ
ケ
ッ
ト
(
初
心
者
は
貸

し
出
し
可
)
・
上
ば
き

申
込
み
@
問
合
せ
先

町
生
涯
学
期
間
諜
宮
町
1911300230
佃

岩

井

忍

宅

宮

町

11112317
伺

と

き

と

こ

ろ

撞

闘
参

加

料

申
込
締
切

持

参

品

wv
問
合
せ
先

役
場
保
健
課
保
健
衛
生
係

宮

前

j$38060021010

褒〕事童〔自

家
を
取
れ
ソ
こ
わ
し
た
方
拭

開
購
曲
闘
を
ノ
・

平
成
6
年
中
に
家
屋
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
家
屋
に
か
か
る
国
定
資
産
税
は
平
成

7
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

「
建
物
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
用
紙
は
役
場
税
務
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
役
場
税
務
課
課
税
係

宮
町
|
5
1
1
1
(
内
線
問
・
凶

開と世帯
(10月i日現在)

人口 20，690人(-18) 

男 10，259人(-14) 

女 10，431人(-4) 
世帯数 6，467戸(+3) 

転入 37人 転出 51人

出生 10人 死亡 14人

*

お

詫

び

*

先
日
、
発
行
し
ま
し
た
大
洗
町
制
紛

周
年
記
念
誌

(ω
年
の
歩
み
)
中
の
表
現
、

大
洗
灯
台
写
真
の
説
明
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

(
総
務
課
)

(H6.10.11現在)

開催尽 濁始時期 イ窪 事 内 ~ョr， 開催場所 ::E 千窪 入場方法

11月13日 (8) 1 音音5I31 4 ・00 チャリティー歌話ショ ホール 大洗町身体障害者福祉協会 有 料2ll'[1 18:00-

11月16日や，)<) 13: 00- 年 末 調 整 説 明 ぷ三三〉、 大会議室 大洗町役場税務課 関係者

11月18日働 10: 30- 平県成6年北度 ホ ノレ 水戸市社会福祉協議会 無 料央県 地区ボランティア振興大会

11月24日付ω守 13: 00- 演 庫1 鑑 賞 (l) 集 し、 ホール 大洗町教育委員会 町内中学生11月25B 9 : 30- 小学生

11月29白山 9 : 00- 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

三大洗文化センター符事

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(密66-2442)へお問い合わせ下さい。

「
機
能
面
復
訓
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」
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改
善
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婦
人
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健
康
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く
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査

事

後

指

導

婦
人
の
健
康
づ
く
り

診

査

事

後

指

導

一

歳

児

健

診

手L

児

離

乳

食

教

室

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

名

満

1
歳
6
ヵ
月
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

2

/山
中

B

C

G

接

種

/1/  
休)7 I(月)5 

母

子

1
時
∞
分

2
時
∞
分

1
時
∞
分

2
持
∞
分

l
時
∞
分

2
時
吋
∞
分

l
時
∞
分

2
時
吋
∞
分

l
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

日
時
∞
分

ー
時
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
待
日
分

2
時
お
分

9
止
吋
∞
分

日
時
∞
分

1
待
問
山
分

2
時
日
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

種

12 
/ 
(村 8

一
歳
六
力
月
児
健
診

象

名

受
付
・
実
施
臨
吋
鰐

スポーツドリンク在者える

食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
一
年
中
で

も
っ
と
も
し
の
ぎ
や
す
い
季
節
の
到
来
で
て

ス
ポ
ー
ツ
ブ

l
ム
に
乗
っ
て
大
躍
進
し
て

い
る
の
が
ス
ポ

i
ツ
ド
リ
ン
ク
で
す
。
最
近

で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
選
手
や
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ャ

i
が
プ
レ
!
の
途
中
で
よ
く
水
分
を
補
給
し

て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
生
理
学
や

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
立
場
か
ら
却
年
ほ
ど
前
か

ら
、
水
分
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。

運
動
中
に
は
、
汗
に
よ
る
水
分
の
損
失
補

給
、
体
滋
の
調
節
、
運
動
能
カ
低
下
防
止
、

疲
労
回
復
の
促
進
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
解

消
な
ど
が
大
切
で
、
こ
れ
ら
の
解
決
を
す
る

た
め
に
、
ビ
タ
ミ
ン
口
町
、
弘
、

c、
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
を
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
開

主サ

9
月
実
施
の
甘
革
本
健
康
診
査
の
結
果

要
指
導
の
方
で
生
活
改
善
が
必
要
な
方

9
月
実
施
の
婦
人
の
健
康
づ
く
り
診

査
の
結
果
、
要
指
導
の
方

9
月
実
施
の
婦
人
の
健
康
づ
く
り
診

査
の
結
果
、
要
指
導
の
方

機

3
歳
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

童会
07  

生
後
2
力
月

1
3
ヵ
月
の
乳
児

生
後
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
乳
児

生
後
3
ヵ
月

1
ロ
ヵ
月
の
乳
幼
児
及

び
母
親

生
後
3
ヵ
月
l
M四
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
絵
性
の
者

壬k
員災

母
性
及
び
乳
幼
児

メ入
口

生
後
川
抗
力
月
i
必
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

。
日
刃
包
日

ω
専
門
療
法
士
指
導

o
ロ
月
6
日

ω
専
門
療
法
士
指
導

o
ロ
月
9
日
樹
内
科
医
診
察
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
が
必
要
な
方
。

※
雨
天
の
場
合
は
い
ず
れ
の
訓
練
も
中

止
と
な
り
ま
す
。

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

o
u月
日
目
掛

O
H
月
四
日
幽

0
1
月
回
目
掛
0
1
月
泊
日

ω

oロ
同
月

2
日
掛

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
1
月
日
日
間
整
形
外
科
医
指
導

一向
一

み

ず

人

勺

《

集

h
w

一
時
離

岡

崎

雪

r叫

劫
子
普
選
「し
白
銀
の
世
界
で
初
す
べ
り
の
ス
キ
ー

を
と
お
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

初
心
者
・
中
級
者
・
上
級
者
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
キ
i
教
室
も
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
ご
家
族
み
ん

な
で
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
手
軽
な
、
ウ
ェ
ア
・
ス
キ
l
板・

ス
ト
ッ
ク
・
ブ

l
ツ
・
帽
子
・
グ
ロ
ー

ブ
等
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
。

月 日 JzEェh 場 日寺 間

12月12臼 夏海上宿集会所 午前9:30-11:30 

(月) 上宿大震集会所 午後1:15-3:30

12月13B 髭釜寿集会所 午前9: 30-11: 30 

(火) 永町会館 午後1:15-3:30

12月14日 堀割集会所 午前9:30-11:30 

(水) 明神町集会所 午後1:15-3:30

12月15日 祝町集会所 午前9: 30-11: 30 

(木) 保健センター 午後 1:15-3:30

12月16日 午前9: 30-11: 30 
保健センター

(金) 午後1:15-3 :30 

発
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
コ

l
ラ
や

栄
養
飲
料
と
同
じ

J
清
涼
飲
料
水
u

で
す
。

特
に
決
ま
っ
た
規
定
が
な
い
の
で
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
。

ス
ポ
ー
ツ
の
後
、
た
だ
な
ん
と
な
く
飲
む
人

も
多
い
よ
う
で
十
九
た
だ
こ
れ
が
ほ
ん
と
う
に

有
効
な
の
は
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
す

人
た
ち
、
例
、
え
ば
陸
上
競
技
選
手
な
ど
で
て

い
く
つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ス
ポ

i
ツ
大
会
な
ど
で
公
的

欽
料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
派
に
は
糖
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
飲

み
す
ぎ
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)
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